
風力発電設備に係るガイドライン・技術基準の改訂経緯



事故事例（軽微な事故除く  2014年2⽉〜2022年1⽉）

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/denryoku_anzen/newenergy_hatsuden_wg/pdf/029_03_00.pdf

運転開始 事故概要 所在地 事故原因 再発防止策

1 京都府太鼓山風力発電所 2001年 11月 ナセル落下 京都府 タワートップボルトのき裂を発見できず、ボルトの折損か 

2 遊佐日向川風力発電 2011年 8月 山形県

3 国見岳風力発電所 2002年 12月 福井県

4 輪島風力発電所 2002年 4月 石川県

5 オロロン風力発電所 1998年 11月 北海道

6 追分ソーラン風力発電 1998年 4月 北海道

7 あわら北潟風力発電所 2011年 2月 福井県

8 ひびき風力発電所 2003年 3月

9 輪島コミュニティウインドファーム 2010年 12月 石川県

10 細谷風力発電所 2007年 1月 愛知県

11 静岡県御前崎港風力発電所 2010年 2月 静岡県

12 輪島風力発電所 2002年 4月 石川県

13 南九州ウィンド・パワー根占発電所 2003年 3月 鹿児島県

14 南九州ウィンド・パワー根占発電所 2003年 3月 鹿児島県

15 響灘風力発電所 2003年 3月 福岡県

16 新上五島ホエールウィンドシステム 2010年 2月 ⻑崎県
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17 御前崎風力発電所 2004年 3月 静岡県

18 稚内水道部風力発電施設 2001年 4月 北海道

19 ユーラス釜石広域ウィンドファーム 2004年 12月 岩手県

20 与那国風力発電所 2002年 3月 沖縄県

21 ユーラス肝付ウィンドファーム 2011年 3月 ブレード飛散、タワー座屈鹿児島県

設計⾵速を超える⾵（再現期間1000年〜2000年

相当の極稀風速（10分平均76.9m/s、3秒平均

92m/s）

設計風速以上の風によりピッチ角がフェザーから

22 南大隅ウィンドファーム 2003年 3月 ナセルカバー損傷鹿児島県上カバーフレーム部の接着が剥離し乱流によりカバーが変形

23 串崎ウィンドファーム 2004年 1月 火災（ナセル本体およびブレードに延焼）佐賀県 ナセル後部のトランスU相690Vヒューズでのアーク発生／『トランスヒューズ部分に関する定期的な点検の未実施』

24 淡路市北淡震災記念講演風力発電設備 2002年 4月 兵庫県

25 阿蘇にしはらウィンドファーム 2005年 2月 熊本県

26 本庄港風力発電所 2013年 12月 秋田県

27 日の岬ウィンドパーク風力発電所 2010年 9月 和歌山県
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28 白馬ウィンドファーム 2010年 3月 和歌山県

29 磐田ウィンドファーム 2009年 9月 静岡県

30 楚洲風力発電所 2005年 4月 沖縄県

31 昆布盛ウィンドファーム

※破損は6号機

1号機〜5号機は

2004年（1〜5号

機）

北海道

32
千葉・山倉水上メガソーラー発電所 太陽電

池破損事故
2018年 3月 千葉県

33 東伯風力発電所 2007年 3月 鳥取県

34 的山大島風力発電所 2007年 3月 ⻑崎県

35 番屋風力発電所 2004年 3月 ブレード破損（落雷・台風）鹿児島県落雷によりブレード破損後補修を実施できないまま台風の被害を受けたこと

36 ユーラス⻄⽬ウィンドファーム 2004年 11月 火災事故（ナセル全焼、ブレードー部焼損）秋田県 落雷（DCリンクキャパシタが出荷原因） 制御盤内への自動消火設備の導入

37 JRE酒田風力発電所 2004年 1月 火災事故 山形県 DCリンクキャパシタの劣化による破損と、その破損から発生したアークによる着火DCリンクキャパシタの定期点検強化

38 輪島コミュニティウィンドファーム 2010年 2月 風車ブレード破損事故石川県 落雷 落下防止養生

新屋浜風力発電所 2009年 11月
究明中

（落雷）
秋田県

風力発電設備は、経済産業省が定める「発電用風力設備の技術基準の解釈」に基づき、一定の技術的要件を満たすことが求められています。

この技術基準は2021年4月に大幅に改正されているところ、これらの事故が発生している風車はいずれも、この改正前に運転を開始したものです。

⿃取⻄部の⾵⾞は、改正後の新しい技術基準に基づいて設計・建設しており、落雷によるブレード破損などのリスクを⼤幅に低減しています。

今後も地域の皆さまがご安心いただけるよう、安全対策の徹底に努めてまいります。
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